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1. はじめに 
首都圏には政治・行政機能，企業の本社機能等が

集中しており，地震発生直後の道路上においては，

帰宅行動や避難行動，企業参集といった多様な目的

かつ多方面への歩行者が流入することが想定される． 
一方で，地震直後の歩行者状況の予測手法につい

ては未だ検討されている段階である．この理由の１

つに，地震直後に推定される高密度下の歩行状態が

定量化されていないことが挙げられる．胡内ら１）は，

事業継続計画（BCP）の高度化に貢献することを目

的として，首都圏における地震発生直後の歩行者の

分布状況の予測を行っている．ここでは，1970 年代

に算出された通勤時の歩行速度推定式を用いており，

現状では双方向流の影響を考えることができていな

い．とくに首都直下地震後の歩行者の状況をマクロ

に予測する目的には，災害直後の状況に適用可能な

歩行者密度と歩行速度の関係式が使用されることが

望まれる．  
そこで本研究では，通行量の多い歩道を上方より

ビデオ撮影し，動画解析を行うことによって，歩行

者密度と歩行速度の関係式を構築することを目的と

する．とくに歩行者の双方向流については，実際の

歩行環境では本研究で分析対象とする状況が形成さ

れないことが多く，千葉大学内で歩行者流動実験を

行い，動画解析で得られた結果を補完した． 
 
2. 歩行者密度と速度の関係性 
歩行者密度と歩行速度との関係に関する研究 2, 3)

は，1970 年代後半に多く発表されている．これらの

研究においては，オフィス街や商業地域などでの歩

行状況調査により，歩行者密度 kと速度 vの関係式    

kv βα −= を構築している．図 1 に主な既往式を

示す． 

 
図１  歩行者密度と速度の既往関係式 

これらの研究式おいては，最大歩行者密度が 2.0
人/m にとどまっていたり，双方向流を考慮できない

など，災害直後に推定される歩行環境では，交通工

学的な知見が少ない． 
そこで，本研究では動画解析によって歩行者密度

と歩行速度の関係性を評価する． 両者の単位は既往

式と統一させるため，歩行速度には m/s，また歩行

者密度には単位面積あたりの歩行者数(人/m²)を使

用する．動画解析では，自転車で移動しているよう

な人まで歩行者と誤認する可能性もあるため，歩行

速度の上限値を既往式から 2.0m/s と仮定した．下限

値については高密度状態でのデータが存在しないた

め 0m/s とした． 
 
3. 歩行者動画解析 
本研究では麹町，札幌，関内で撮影したビデオを

動画解析ソフトVitracom SiteViewを用いて解析した．

本ソフトでは， 人や自動車といった移動物体をブロ

ブ（塊）としてとらえ，ブロブの移動速度，方向，

数などをログ出力することができる．また，パラメ

ータを入力することで，抽出するブロブの大きさと

形状を指定することができる．したがって，分析対

象とする移動物体に合わせたパラメータ値をピクセ

ル当たりの長さなどから適切に設定することで，対

象としている移動物体のみの移動速度と方向を得る

ことができる． 
図 2，図 3 に撮影地点ごとの歩行者密度と速度の

関係，並びに回帰分析により算出した両者の線形式

を示す．また，表 1 に，取得された歩行速度の平均

値，標準偏差を示す． 
 

 
  図 2 ３地点における歩行者密度と速度の関係 
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